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グループホームほのぼのは山々が見え、うぐいすなど小鳥のさえずりが聞こえる
環境の中にあります。ほのぼのの入居者は穏やかにぬくもりに満ちた優しい気持
ちで入居者同士助け合って生活しています。スタッフは入居者が出来ないことを
一緒にゆっくりとしていき、入居者の喜びは一緒に喜び、寂しさは少しでも小さ
く出来るよう支援しています。また、地域の方々と交流出来るよう民生委員の
方々の協力や情報を頂いています。

鹿児島市の郊外、自然環境に恵まれた閑静な場所にある。法人の特別養護老人
ホームやデイサービス、関連グループの医療機関も隣接して、緊急時の対応や災
害時の協力関係が構築されており、家族の安心につながっている。
個々の残存機能を活かした個別支援や個別処遇を取り入れ、本人の希望でお墓参
りや足湯、ときには外食することもある。
開設8年目になり、今年度は外出やレクリエーションを増やし、利用者とともに
楽しみながら具体的な目標をたて、前向きに取り組んでいるグループホームであ
る。

特定非営利活動法人NPOさつま

社会福祉法人 松恵会

グループホーム ほのぼの

平成22年5月7日



鹿児島県　グループホームほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員はそ
の理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の一
員として日常的に交流している

○事業所の力を生かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を、地
域の人々に向けて生かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

Ⅰ．理念に基づく運営

利用者代表、家族代表、民生委員、
職員などの参加でホームの状況報
告、行事報告などを行っている。地
域の方々との交流の機会作りの助言
をもらうなど、運営推進会議がホー
ムの運営に活かされている。今後は
大勢の家族に参加してもらえるよう
に検討している。

3

2

4

２ケ月に１回運営推進会議を開
催し入居者代表の方が出席、ま
た全員で交流したり会議の中で
取り組み状況を報告していま
す。

1

3

ご近所の方が野菜を週２回ほど
売りに来て下さいます。入居者
の方と一緒に野菜を見て選んで
買ったりしています。

1

毎日朝の申し送りの後理念を唱
和しています。理念は玄関、ス
タッフ室、台所に貼りスタッフ
が意識できるようにしていま
す。

2

理念は地域密着型サービスの意義を
踏まえ昨年職員全員で話し合って見
直しを行った。日々の目標として理
念に沿ったケアを心がけている。

田上校区の文化祭に入居者をお
連れして地域の方々、子供たち
と交流しています。また、毎月
近くの道路沿いのごみ拾いをし
ています。

自治会に加入し、地域行事（文化祭、
運動会、お祭りなど）の情報を得て利
用者とともに参加できるように計画し
ている。また、法人のデイサービス利
用者が気軽に遊びに来てくれたり、中
学生の職場体験学習の受け入れも行
い、地域の子ども達との交流にも努め
ている。

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
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鹿児島県　グループホームほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連携を密に取
り，事業所の実情やケアサービスの取り
組みを積極的に伝えながら，協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密着
型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており，玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

毎月身体拘束廃止委員会を開催
しています。また職員研修でス
キルアップ研修として勉強会を
行っています。ほのぼのでは玄
関に鍵をかけずに開放していま
す。扉が開くと鈴の音がしその
都度確認しています。

定期的に職員研修で勉強してい
ます。また、運営推進会議時地
域包括支援センターの職員に助
言を頂いたりしています。

玄関は施錠せず、職員間で見守りの
位置を確認しながら利用者は自由で
安全な暮らしを送っている。外出す
る利用者にはさりげなく着いて行き
見守っている。法人内研修とホーム
内研修で職員は理解を深め、身体拘
束をしないケアに取り組んでいる。
また、スタッフ会議で個々のケアに
ついて話し合っている。

7
職員研修やスタッフ会議の中で
スキルアップ研修として勉強会
を行っています。

6

8

介護サービスについての相談などで
助言をもらったり、生活保護の利用
者の報告や話し合いをして積極的に
連携を図っている。また、介護相談
員の受け入れもしている。

45

5

諸手続きに出向いた時色々な情
報交換を行い教えて頂いていま
す。
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鹿児島県　グループホームほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際は、
利用者や家族の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反
映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ
せている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、給与水準、労
働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている

面会時や家族会などで気軽に意見・要
望などを聞き出すようにしている。家
族より衣類の管理についての質問や仏
壇の供花についての要望などが出るな
どサービスに活かしている。利用者か
らは日常の会話の中で意見・要望を聞
き出すようにしており、個別処遇を取
り入れ、行きたいところや食べたいも
のの希望を聞いたりし利用者の満足に
繋げている。

6

意見箱を設置しています。又、
家族との会話、家族会、運営推
進会議での意見を聞き運営者に
報告しスタッフ会議で検討して
います。

毎月始めに全員参加でスタッフ
会議を行っています。その中で
意見交換し、みんなで話し合っ
ています。又、必要に応じ臨時
にスタッフ会議を行っていま
す。

毎月のスタッフ会議で職員はケアに
ついてやレクリエーションなど活発
に意見や提案を出し合っている。入
居についても事前に職員に情報を提
供し、意見をもらっている。

9

契約前に重要事項説明書、契約
書、個人情報に関する説明をし
ています。特に入院、退居時の
説明を確りとし、質問等ないか
の確認をしています。改定時に
は電話等で説明し文書で確認し
ています。

7

10

12

11

労働時間の改善や給与面の見直
しを行い常に職場環境整備に努
めています。
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鹿児島県　グループホームほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し、法人内外の
研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取り
組みをしている

新人研修や段階に応じて研修の
参加を推進しています。新人職
員につきましては１，３，６ケ
月で本人、指導者の業務評価表
を作成しています。

14

県や市のグループホーム連絡協
議会に加入し職員研修会に参加
をしています。１月には地区内
の小規模、グループホームの管
理者の意見交換会に参加しまし
た。今後も出席し情報交換して
いきたいと思います。

13

4 特定非営利活動法人NPOさつま



鹿児島県　グループホームほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要として
いる支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の関
係を築いている

17

18

16

15

まず居室で本人や家族の希望等
をお聞きし本人、家族が話しや
すい環境を作り、まず必要とさ
れる事を見極め支援していま
す。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居者が沈みがちになり涙を流
されたり、怒りがあり他の入居
者に強い口調になる事もありま
す。そういう場面の時はさりげ
ない会話の中で原因を探し、会
話をするうち落ち着かれる事も
あります。

入居者の方は新しい所に行くのはと
ても不安だと思いますので初めてお
会いした時は本人様に出来るだけ話
をし好きな事、出身地など聞きなが
ら不安を少しでもとりのぞき信頼関
係を築けるようにしていきたいと思
います。

入居にあたりこれまでの御家族
の悩みなどお聞きし、入居後は
○○様が穏やかに過ごせるよう
御家族と話し合いながらほのぼ
ののスタッフと一緒に支援して
いきましょうと話しています。

5 特定非営利活動法人NPOさつま



鹿児島県　グループホームほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○本人と共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を介護される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にしな
がら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよう、
支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用〈契約〉が終了しても、
これまでの関係性を大切にしながら、必
要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

19

20 8

御家族以外に友人やデイサービ
ス利用者、スタッフが面会に見
えています。個別処遇で昔住ん
でいた地域、店お墓参りに行っ
たりしています。

個別支援を実施しており、本人の希
望と家族からの情報でなじみの場所
との関係が途切れないよう支援して
いる。近所の友人でデイサービス利
用者が遊びにくるなど、なじみの人
との関係継続の支援にも努めてい
る。

家族の立場になって接するよう
にしています。入居、面会、担
当者会議時家族の意向、悩み、
喜びをお聞きし、また入居者様
のエピソードを伝え入居者の方
に御家族の思いを伝えたりして
います。

入居者それぞれの性格があり自
分から話しかける、みんなの中
に入るのが苦手な方がいますの
で一人ひとりが寂しい思いをし
ないよう輪に入れるよう支援し
ています。

21

22

入院された方もその後の近況報
告はもちろん、退院された後の
ﾌｫﾛーをしています。御家族は元
気になった時の為に再入居の申
し込みをされています。

6 特定非営利活動法人NPOさつま



鹿児島県　グループホームほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活暦や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る

○チームでつくる介護計画とモニタリン
グ

　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映し、現状に即した介護
計画を作成している

故郷の話など、こちらから話題を提
供して思いや意向を聞き出すように
している。困難な場合は表情や言
動、家族からの情報などから本人本
位に検討している。

10

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

26

プランを作る前にスタッフとモ
ニタリングを行いできること、
出来なくなったこと、出来るよ
うになったことなど話合ってい
ます。特に入居者担当者の意見
を聞き個別処遇を含むプラン作
成をしています。

本人・家族と自宅や施設・病院など
で事前に面会して意見、意向を聞き
本人本位の介護計画を作成してい
る。3ヵ月ごとのモニタリングで
個々の身体状況に応じ現状に即した
介護計画の見直しを行っている。墓
参り、家族との時間作りなどプラン
に取り入れている利用者もいる。

24

本人の話や家族の協力を頂いて
出来るだけ把握できるように努
めています。入居者は故郷の話
をする時はいきいきとしていま
す。個別処遇で馴染みの場所な
どにお連れしています。

25

ご本人が出来ることは出来るだ
けして頂いていますが、その時
その時で出来ることが出来な
かったりすることがあるので体
調や気分変化、状況をみて支援
しています。

23 9

何気ない会話の中から本人の希
望や意見を聞きだしています。
困難な時は家族の話を聞き昔の
話をしたりすると自分からいろ
んな昔話をされる事がよくあり
ます。

7 特定非営利活動法人NPOさつま



鹿児島県　グループホームほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間で
情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化

　本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービスに
捉われない、柔軟な支援やサービスの多
機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らし方を支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と事
業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

3011

入居以前からの係りつけ医で定
期的に受診及び検診を行い健康
管理に努めています。緊急の場
合を考え協力病院での定期健診
も行っています。

本人、家族の希望するかかりつけ医
の受診が継続できるように支援して
いる。協力病院の往診や看護師との
連携、夜間帯の緊急時の対応なども
話し合っている。

27

定期的（毎週火曜日）にカン
ファレンスを行い情報交換、確
認をし、気付いたこともまめに
記録し介護にいかしています。
本人や家族の言われた事は情報
の共有化をする為にノートに記
録し全員が把握するようにして
います。

28

29

不穏になっている方、沈みがち
になっている方については話を
傾聴し、散歩に出かけたりして
気分転換をはかっています。又
足の浮腫みのある方については
下肢の挙上の為の道具の工夫を
しています。

年2回の避難訓練は警察の方、消
防署の方々の協力を頂いていま
す。また中学生の職場体験や各
種ボランティアの受け入れも
行っています。個別処遇では近
隣の店に行ったりしています。
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鹿児島県　グループホームほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職員
や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の
利用者が適切な受診や看護を受けられる
ように支援している

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に退
院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。または、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づく
りを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人や家族等と話し
合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備えて、
すべての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

34

研修会での実技や看護師を招いて勉
強会を行い急変に対応できる体制を
とっています。また、職員の移動も
あったのでスタッフ会議の中で緊急
時の対応について再確認を行ってい
ます。

31

特養ホーム、デイサービス、協
力病院の看護師の方々は入居者
の状況を把握して下さっていま
すので入居者の体調変化や気に
なることがあった時は相談して
います。

事業所の力量や体制を見極めてホー
ムとしてできる最大限の支援につい
て職員全員で再度話し合い、現状に
見合った指針の作成と話し合いの記
録を残すように今後の取り組みに期
待したい。

御家族やご本人の意向を一番に
考えています。御家族へは入所
前、担当者会議等の時説明して
います。また特養ホームの看護
師より終末期に向けて意見、指
導を受けています。

入居時に重度化や終末期のあり方に
ついてホームの方針を説明して意思
確認している。職員全員で話し合い
の場を設けているが、文書化した具
体的な指針の作成にはまだ至ってい
ない。

3312

32

入院後は入院先に出向いてグ
ループホームでの状況経過を情
報交換し、少しでも早く退院で
きるように努めています。職員
が出来るだけ見舞いに行くよう
にしています。顔を見せるとと
ても喜ばれます。
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鹿児島県　グループホームほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全職
員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

今後はより実践的な避難訓練を行
い、反省会や意見交換などで万全な
災害対策の取り組みに期待したい。

3513
年2回昼夜間想定で利用者とともに
避難訓練を行っている。併設の施設
とは協力体制を築いている。

避難訓練の他に職員・入居者を
交え災害時避難方法について話
し合っています。
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鹿児島県　グループホームほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応を
している

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり、自己決定できるように働きかけ
ている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるよう支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

14

37

4015

個別支援で外食（ハンバーガー、カ
レー、そばなど）を楽しんだり、お弁
当持参で遠足に出かけるなど、ときに
は雰囲気を変えて食事を楽しんでい
る。天気のいい日は庭でお茶をしたり
焼肉をすることもある。ホームの献立
については法人の管理栄養士にアドバ
イスをもらっている。

季節の野菜が手に入ったり、育
てた野菜など一緒に収穫してい
ます。食材の美味しい食べ方を
教えて頂きながら食事の準備、
かたずけを出来る範囲で手伝っ
て頂いています。

39

毎朝化粧をされている方もおら
れます。また、外出の際は女性
の方はお化粧をし自分で選んだ
外出着ででかけます。お化粧す
ると皆さん笑顔で鏡を見られて
います。

本を読むのが好きな方に対しては本
の内容を聞いたり一緒に読んだり、
歌を歌ったり、又仕事、役割を楽し
みにされている入居者が多いので出
きる事をして頂いて入居者の希望に
そって過ごして頂いています。

38

36

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

個人情報の使用に係わる同意書
を入居時に説明し、同意を頂い
ています。言葉もその入居者の
生活歴を重んじ尊敬の念を持っ
て鹿児島弁、共通語と使い分け
ています。

援助が必要なときも本人の尊厳を無
視した対応にならないようにさりげ
ないケアを心がけ、言葉に配慮して
いる。

入居者の話しに耳を傾け、日常生活
の中で入居者の希望、思いを実現し
ています。中にはなかなか自己決定
されない方もいますが、表情等を注
意しながら本人の希望をくみ取り自
己決定を働きかけています。
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鹿児島県　グループホームほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとり
の状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

　口の中の臭いや汚れが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人の
力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン、習慣
を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立に向けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲
食物の工夫や運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでいる

毎食後自立の方は声かけして口
腔ケアの確認をしています。他
の方々はその人その人のできる
ことをして頂いてできる範囲で
口腔ケアを行って頂き口腔状態
を確認しています。

食事については好き嫌いがあり全く手
を付けられないものがあったりするの
で声かけしてバランスよく摂取できる
ようにしています。また、1日の水分量
を確保し摂取の少ない方、尿量の少な
い方は特に注意して摂取できるように
しています。

緩下剤の使用はしていますが、なる
べく自然な排便ができるように繊維
質の物を食事に入れたりしていま
す。また、毎日の牛乳を日課にして
います。便秘症の方に朝一番に牛乳
を飲んで頂いている方もおられ、そ
れにより便秘が軽減されています。

41

42

44

おむつの使用はさけて時間を見計
らって誘導することにより、トイレ
で排せつできるように支援してい
る。誘導の際の声かけや失敗したと
きの着替えなどもさりげなく行うな
ど羞恥心への配慮にも心がけてい
る。

4316

失禁された方に対してはさりげ
なく声かけし、本人が傷つかな
いようにしています。また、入
居者それぞれの排泄パターンを
把握し時間をみて声かけや誘導
をし、排泄の自立支援に向けて
行っています。
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鹿児島県　グループホームほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合
で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気持
ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活暦や力を活か
した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるように支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

個別処遇で墓参りに行かれる
方、故郷に行かれる方、買い物
に行かれる方、家に帰られる方
普段の会話の中で行きたい所、
本人の希望を聞いたりしていま
す。入居者の中には足湯に行か
れた方もおられます。

天気がいい日は散歩や買い物同行、
ドライブなどで戸外に出かけられる
ように支援している。年間の外出の
レクリエーションの計画を立て、普
段出かけられない場所などに出かけ
て気晴らしの支援をしている。

1745

47

46

入浴前にバイタルチェックをし、本
人の希望を尊重して入浴していま
す。血圧の高い方やその時の状態に
より早めにあがって頂いたりしてい
ます。入浴を拒否される方には話題
を替え気分転換をしていただいてい
ます。

基本的には一日おきの入浴となって
いるが、希望があれば毎日でも可能
である。個別支援で足湯に出かける
こともある。

49

48

18

趣味を持っている方にはその趣
味を生かして作品を部屋に飾っ
て頂いたり、家事については出
来る仕事をお願いして入居者に
ここでの生活の役割を感じて頂
けるようにしています。

入居者の皆さん夜寝る時間、起
きる時間、休息の時間それぞれ
違います。昼間食堂にて居眠り
している方には「風邪を引きま
すよ。」と声かけし居室で休ん
で頂いたりしています。

入居者全員の薬のリストを作成
して職員全員が把握できるよう
にしています。又変更等がある
ので申し送りノートに記入し、
スキルアップ研修で服薬、副作
用について再確認しています。
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鹿児島県　グループホームほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援している

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用者
にとって不快や混乱を招くような刺激
（音、光、色、広さ、湿度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を取り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせ
るような居場所の工夫をしている

入居者の希望があればすぐに対
応しています。家族の手紙を楽
しみにされている方もおられま
す。また、手作りの年賀状も御
家族から好評です。

53

ホーム内に3箇所ソファーを置い
ており、入居者が並んで座り話
をされたり歌を歌ったりされて
います。また、畳のスペースで
は入居者の洗濯物たたみや休憩
の場として役立っています。

51

金銭管理のできる方は御家族の了解
の上もっておられます。外出の時入
居者の皆さんにお土産を買いﾚｼﾞで
自分で払って頂いています。毎日小
銭を数えるのを日課にされている方
もいらっしゃいます。

50

各部屋日当たりがいいのでカーテン
で調整しています。玄関、食堂、
テーブルは季節の花を入居者に生け
ていただき花を絶やさないようにし
ています。居室の温度、湿度には注
意し入居者に尋ねたり、汗ばんでい
ないか確認したりしています。ま
た、気管の弱い方の部屋は湿度を保
てるように工夫しています。

共用空間は外からのプライバシーが
保たれ明るく居心地良く過ごせるよ
う配慮されている。季節の花や飾り
物などで家庭的な雰囲気である。

1952
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鹿児島県　グループホームほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境
づくり

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安全
かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

入居者の中には仏壇を持ち込ま
れている方もおられ毎朝お茶ご
飯を供え手を合わせておられま
す。

居室のわからない入居者には手
書きの名前を貼って理解されて
います。また、ご自分の居室入
り口にある時計等の目印を覚え
て頂いてたり目印の物をつけた
りしています。

55

5420

畳敷きの部屋もあり身体状況に応じ
て配慮している。家族の写真や仏
壇、読書好きな利用者の部屋には本
がたくさんあり、居心地良く過ごせ
るように工夫されている。
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○ 1ほぼ全ての利用者の

2利用者の2/3くらいの

3利用者の1/3くらいの

4ほとんど掴んでいない

○ 1毎日ある

2数日に１回程度ある

3たまにある

4ほとんどない

○ 1ほぼ全ての利用者が

2利用者の2/3くらいが

3利用者の1/3くらいが

4ほとんどいない

○ 1ほぼ全ての利用者が

2利用者の2/3くらいが

3利用者の1/3くらいが

4ほとんどいない

○ 1ほぼ全ての利用者が

2利用者の2/3くらいが

3利用者の1/3くらいが

4ほとんどいない

Ⅴ　アウトカム項目

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿が見られて
いる。
（参考項目：36,37）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

57

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

58

59

56

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。
（参考項目：49）

60
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○ 1ほぼ全ての利用者が

2利用者の2/3くらいが

3利用者の1/3くらいが

4ほとんどいない

○ 1ほぼ全ての利用者が

2利用者の2/3くらいが

3利用者の1/3くらいが

4ほとんどいない

○ 1ほぼ全ての家族と

2家族の2/3くらいと

3家族の1/3くらいと

4ほとんどできていない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく
聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により安心して
暮らせている。
（参考項目：28）
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1ほぼ毎日のように

2数日に１回程度ある

○ 3たまに

4ほとんどない

1大いに増えている

○ 2少しずつ増えている

3あまり増えていない

4全くいない

○ 1ほぼ全ての職員が

2職員の2/3くらいが

3職員の1/3くらいが

4ほとんどいない

○ 1ほぼ全ての利用者が

2利用者の2/3くらいが

3利用者の1/3くらいが

4ほとんどいない

○ 1ほぼ全ての家族等が

2家族等の2/3くらいが

3家族等の1/3くらいが

4ほとんどいない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る。
（参考項目：9,10,19）

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると
思う。

66
職員は，活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

67職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う。
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